
桜
蔭
俳
話
会 

七
月
句
会 

（
第
三
五
七
回
） 

 
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
三
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

  推
薦
の
句 

万
緑
の
底
に
壊
れ
し
村
ひ
と
つ 

 
 

 

明
美 

 

理
由
：「
万
緑
の
底
に
吾
子
の
歯
生
え
染
む
る
」の

名
句
が
あ
る
。
上
五
は
元
の
句
と
同
じ
で
あ
る
が
， 

，
元
句
と
別
の
情
趣
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

委
員
長
全
て
包
み
て
サ
ン
グ
ラ
ス 

 

か
ほ
る 

理
由
：
サ
ン
グ
ラ
ス
の
句
と
し
て
新
し
さ
が
あ
る
。

「
委
員
長
す
べ
て
吞
み
込
み
サ
ン
グ
ラ
ス
」
と
し

て
も
よ
い
。 

 

羅
や
訪
は
ね
ば
足
ら
ぬ
用
一
つ 

 
 

 

幸 

理
由
：
古
典
的
な
句
立
て
で
あ
る
が
，
季
語
が
効

い
て
い
る
。 

 

工
作
船
の
弾
痕
あ
ま
た
は
た
た
か
み 

ヤ
エ
子 

理
由
：
既
視
感
の
あ
る
句
で
あ
る
が
，
季
語
が
働

い
て
い
る
。 

 

マ
シ
ー
ン
に
慣
れ
し
筋
肉
夏
旺
ん 

 

か
ほ
る 

理
由
：
季
語
が
効
い
て
い
る
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ

ム
の
有
り
様
が
出
て
い
る
。 

 

夏
の
夜
や
ア
ニ
マ
ル
ホ
ー
ダ
ー
の
館 

か
ほ
る 

理
由
：「
ア
ニ
マ
ル
ホ
ー
ダ
ー
」
と
は
．
新
し
い
句

材
で
あ
る
。
こ
れ
を
俳
句
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す

る
姿
勢
に
感
す
る
。 

  

添
削
の
句 

原
句:

卒
寿
過
ぎ
の
ラ
ジ
オ
体
操
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ 

 

ヤ
エ
子 

添
削
案:

ラ
ジ
オ
体
操
卒
寿
過
ぎ
た
る
ア
ロ
ハ
シ

ャ
ツ 

理
由:

卒
寿
過
ぎ
た
人
が
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
で
参
加

し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
卒

寿
過
ぎ
」
を
「
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
」
に
ダ
イ
レ
ク
ト

に
接
続
さ
せ
る
。 

原
句
は17

音
構
成
に
拘
っ
て
い
る
が
、
上
五
部

分
は
例
外
と
し
て
八
音
ま
で
許
さ
れ
る
の
で
、

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
前
に
持
っ
て
来
れ
ば
よ
い
。 

 

原
句:

黒
揚
羽
消
え
て
い
つ
も
の
壇
ノ
浦 

 
 

才
美 

添
削
案:

黒
揚
羽
消
え
て
し
ま
ひ
し
壇
ノ
浦 

理
由:

壇
ノ
浦
は
源
平
の
決
戦
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

平
氏
の
家
紋
は
揚
羽
蝶
で
あ
る
か
ら
、
句
意
は
自

ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。
良
く
出
来
た
句
で
あ
る
。 

し
か
し
、こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は「
い
つ
も
の
」

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
が
使
え
る
の
は
、

作
者
が
頻
繁
に
現
地
を
訪
れ
、
壇
ノ
浦
の
「
い
つ

も
の
」
の
状
態
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
論
難
に
対
抗
す
る
に
は
不
用

意
な
表
現
は
使
わ
な
い
方
が
良
い
。 

 

原
句:

梅
雨
出
水
ひ
と
の
命
の
分
岐
点 

 
 

 

明
美 

添
削
案:

梅
雨
出
水
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
岐
点 

理
由:

良
く
出
来
た
句
で
あ
る
が
、「
命
の
分
岐
点
」

と
い
う
表
現
に
は
既
視
感
が
あ
る
。 

 

原
句:

遠
流
地
の
砂
に
足
跡
浜
え
ん
ど
う 

 
 

才
美 

添
削
案:

浜
え
ん
ど
う
遠
流
の
島
の
足
の
跡 

理
由:

「
砂
」
の
言
葉
は
、「
浜
え
ん
ど
う
」
と
重

な
る
の
で
省
略
で
き
る
。「
遠
流
地
」が
の
言
い
方

が
，
し
っ
く
り
来
な
い
。 

 

原
句
：
祭
果
て
闇
に
滲
み
ゆ
く
名
残
笛 

才
実 

添
削
案
：
夏
祭
闇
に
滲
み
ゆ
く
名
残
笛 

 



理
由
：「
果
」
と
「
名
残
」
が
重
な
る
。 

 
原
句
：
洪
水
の
あ
と
の
渇
水
日
日
草 

 
 

明
美 

添
削
案
：
洪
水
の
あ
と
の
し
づ
か
さ
日
日
草 

理
由
：
洪
水
と
渇
水
で
は
分
か
り
過
ぎ
る
。 

 

原
句
：
家
ひ
と
つ
木
屑
に
変
へ
し
梅
雨
出
水 

 

明
美 

添
削
案
：
家
ひ
と
つ
木
屑
に
変
は
り
雲
の
峰 

理
由
：
木
屑
と
出
水
で
は
因
果
関
係
の
説
明
。 

 

原
句
：
竹
林
の
揺
れ
る
木
洩
れ
日
夏
の
蝶 

 
 

友
子 

添
削
案
：
竹
林
の
揺
れ
る
木
洩
れ
日
梅
雨
の
蝶 

理
由
：
梅
雨
の
蝶
は
低
く
飛
ぶ
． 

 

原
句
：
木
洩
れ
日
の
菩
薩
や
祈
る
婆
の
汗 

 
 

友
子 

添
削
案
：
木
洩
れ
日
の
菩
薩
や
祈
り
の
玉
の
汗 

理
由
：
婆
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
。 

 

原
句
： 

体
内
の
水
の
減
り
ゆ
く
大
暑
か
な 

 
 

明
美 

添
削
案
：
体
内
の
水
の
減
り
ゆ
く
雲
の
峰 

理
由
：
理
由
の
説
明
は
し
な
い
。 

 

原
句
：
一
人
だ
け
違
ふ
お
返
事
青
ぶ
だ
う 

 
 

才
美 

添
削
案
：
一
人
だ
け
違
ふ
返
事
や
青
ぶ
だ
う 

理
由
：
丁
寧
語
の
「
お
」
は
使
わ
な
い
。 

 

原
句
：
涼
風
や
不
眠
の
脳
を
一
撃
す 

 
 

 
 

友
子 

添
削
案
：
朝
涼
や
不
眠
の
窓
を
開
け
放
つ 

理
由
：「
一
撃
」
の
言
葉
が
強
い
と
言
う
か
，
ま
だ

使
い
こ
な
し
て
い
な
い
。 

 

原
句
：
健
診
の
数
値
上
下
す
夏
の
蝶 

 
 

 
 

真
壽 

添
削
案
：
検
診
の
数
値
の
上
下
夏
の
蝶 

理
由
：
名
詞
に
「
す
」
を
付
け
る
と
動
詞
に
な
る

が
，「
す
」
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
。 

 

原
句
：
炎
昼
や
元
気
シ
ニ
ア
の
バ
ス
の
列 

 
 

ヤ
エ
子 

添
削
案
：
炎
昼
や
シ
ニ
ア
は
つ
ら
つ
停
留
所 

理
由
：「
バ
ス
の
列
」
が
，
バ
ス
の
車
体
の
列
な
の

か
，
バ
ス
停
に
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
人
の
列
な
の

か
，
少
し
不
明
． 

 

原
句
：
炎
昼
や
路
面
い
つ
ぱ
い
チ
ョ
ー
ク
の
絵 

才
美 

添
削
案
：
炎
昼
や
君
は
路
面
の
チ
ョ
ー
ク
絵
師 

 
理
由
：
路
面
い
っ
ぱ
い
の
い
た
ず
ら
書
き
す
る
子

供
を
、
絵
師
に
見
立
て
る
の
も
面
白
い
。. 

 

原
句
：
絵
は
が
き
の
山
伏
羽
黒
花
祭 

 

か
ほ
る 

添
削
案: 

先
導
の
山
伏
四
人
祭
か
な 

理
由:

絵
葉
書
や
絵
、
写
真
に
あ
る
風
景
や
人
物
、

事
物
を
俳
句
の
題
材
に
し
な
い
。
実
景
と
し
て
羽

黒
花
祭
な
る
も
の
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
止
む
を
得
な
い
が
、花
祭
は
本
来
、春
の
季
語
。

こ
の
違
和
感
を
解
消
す
る
に
は
、「
山
伏
四
人
祭

か
な
」
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
山
伏
の
羽
黒
で

は
，
い
わ
ゆ
る
観
光
地
の
絵
葉
書
俳
句
に
な
る
。 

 

原
句:

夏
草
や
毎
朝
ビ
ー
ル
飲
む
老
夫 

 
 

 
 

真
壽 

添
削
案:

毎
朝
の
ビ
ー
ル
一
本
籠
の
草 

理
由:

夏
草
も
ビ
ー
ル
も
夏
の
季
語
。
草
に
ま
つ

わ
る
季
語
性
を
消
す
。「
老
夫
」、「
老
妻
」、「
婆
」、

「
爺
」
の
使
用
は
極
力
避
け
る
。 

 

原
句:

金
時
山
の
婆
の
味
噌
汁
梅
雨
明
く
る 

 
 

友
子 

添
削
案:

金
時
山
の
味
噌
汁
の
鍋
梅
雨
明
く
る 



理
由:

金
時
山
の
看
板
娘
が
加
齢
に
よ
っ
て
，
婆

に
な
っ
た
か
ら
、「
婆
」を
使
い
た
い
と
の
気
持
は

分
か
る
が
、「
梅
雨
に
入
る
」で
も「
梅
雨
晴
間
」、

「
梅
雨
旱
」
で
も
句
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
要

す
る
に
季
語
が
効
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

原
句:

日
盛
り
は
鳩
も
木
陰
に
群
れ
休
む 

 
 

 

真
壽 

添
削
案:

日
盛
や
鳩
は
木
陰
に
餌
を
探
す 

理
由:

並
列
の
「
も
」
は
極
力
使
わ
な
い
。
日
盛
り

だ
か
ら
休
む
と
い
う
、
原
因
結
果
の
句
に
し
な
い
。 

 

原
句:

玻
璃
か
ら
落
ち
我
に
目
を
剥
く
守
宮
か
な 

ヤ
エ
子 

添
削
案:

窓
ガ
ラ
ス
落
ち
て
目
を
剥
く
守
宮
か
な 

理
由:

玻
璃
だ
け
で
は
、
玻
璃
の
花
器
の
可
能
性

も
あ
り
、
ガ
ラ
ス
窓
ま
で
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。 

 

原
句:

引
越
し
や
往
復
五
回
梅
雨
晴
間 

 
 

 
 

か
ほ
る 

添
削
案:

引
越
の
往
復
五
回
梅
雨
晴
間 

理
由:

強
い
切
れ
字
の「
や
」は
安
易
に
使
わ
な
い
。 

 

原
句
：
風
鈴
や
父
の
遺
品
の
数
多
し 

 
 

 
 

 

友
子 

添
削
案
：
数
多
な
る
父
の
遺
品
や
夜
風
鈴 

 

千
人
の
祈
雨
の
高
校
記
念
祭 

 
 

 

か
ほ
る  

添
削
案
：
千
人
の
喜
雨
高
校
の
設
立
日 

理
由
：
記
念
祭
は
文
化
祭
の
一
種
と
し
て
秋
の
季

語
か
． 

  
 

 
 

 

（
文
責 

代
表 

増
田
守 

 

欠
席

投
句 

古
野
明
美
、
稲
葉
幸
）  

  


